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山都町立潤徳小学校 学校だより

潤徳小HP 令和５年８月８日（火） 第２０号
２次元ｺｰﾄﾞ←カラーで見られます！ 校 長 池部 聖吾智（みわとも）
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夏
休
み
前
半
二
週
間
は
、
本
当

に
忙
し
か
っ
た
。
気
持
ち
に
余

裕
が
な
く
校
長
室
や
自
宅
の
書

斎
は
片
付
か
ず
散
ら
か
り
放
題
。

Ｈ
Ｐ
更
新
作
業
は
ス
ト
ッ
プ
と

い
う
体
た
ら
く
だ
っ
た
▼
た
だ
、
こ
の

二
週
間
は
自
身
を
成
長
さ
せ
て
く
れ

た
。
短
い
期
間
に
大
会
運
営
や
自
身
の

実
践
発
表
等
数
々
の
貴
重
な
経
験
が
で

き
た
の
だ
▼
さ
ら
に
、
こ
の
期
間
に
は

大
学
の
先
生
な
ど
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
話

も
た
く
さ
ん
聞
け
た
。
つ
ま
り
、
イ
ン

プ
ッ
ト
も
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
も
充
実
し
た

期
間
と
も
言
え
る
▼
ま
た
、
今
回
は
人

前
で
話
す
機
会
も
多
か
っ
た
の
で
、
自

身
の
「
強
み
」
と
「
弱
み
」
を
改
め
て

知
る
こ
と
が
で
き
た
▼
私
の
「
弱
み
」

は
、
時
間
配
分
を
考
え
て
話
す
力
が
足

り
な
い
こ
と
、
急
な
質
問
に
速
や
か
に

対
応
で
き
な
い
ア
ド
リ
ブ
の
弱
さ
で
あ

る
▼
ぶ
っ
ち
ゃ
け
、
私
は
話
が
ヘ
タ
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
ん
な
私
に
も
「
強

み
」
が
あ
っ
た
。
私
の
話
は
、
聴
い
て

い
て
「
引
き
込
ま
れ
る
」
と
言
っ
て
い

た
だ
い
た
の
だ
。
確
か
に
「
思
い
」
を

シ
ッ
カ
リ
込
め
て
話
し
て
は
い
る
！

潤徳抄Ⅱ

２つの県大会で「潤徳小学校」をシッカリＰＲしました！
～県小中学校生徒指導研究発表大会（8.2嘉島町） 県小学校長会夏期研究大会（8.4熊本市）～

左の写真は、県生徒指導研究発表大会で本校生徒指導主事の
立山Ｔが本校の「世のため・人のため」活動や、「褒め言葉のシャワ
ー」等の取組について述べているシーンです。同大会は、今年度上
益城地区が担当となり、小学校部会が発表となっていたのです。
一方、右の写真は県小学校長会夏期大会

で、私が本校の取組について提案・発表した後
に、助言者である 小・ 校長先生から講評を受けているシー
ンです。両大会のいずれも、本校の子どもたち・先生方の活躍を発信
する良い機会でした。「誇れる学校」の潤徳小学校です！

夏
休
み
前
半
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り

◇
八
朔
祭
り
練
習

夏
休
み
前
半
は
普
段
通
り
の
登
校

後
、
夏
休
み
の
宿
題
、
運

動
会
の
準
備
と
練
習
。
そ

の
後
、
八
朔
祭
り
の
練
習

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
短

期
間
で
上
達
し
て
い
ま
す
。

◇

さ
ん
全
日
本
卓
球
大
会
出
場

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
神
戸

７
／
２
８

予
選
リ
ー
グ
惜
敗
（
１
勝
１
敗
）

で
し
た
が
、
そ
ば
で
見
守
っ
た
お
父

さ
ん
は
「
今
ま
で
の
中
で
一
番
い
い

試
合
だ
っ
た
」
と
語
り
ま
し
た
。
６

月
の
九
州
大
会
で
は
ベ
ス
ト
１
６
進

出
。
今
回
の
経
験

で
ま
た
一
回
り
成

長
し
た
は
ず
で
す
。

◇
「
矢
部
地
区
青
少
年
健
全
育
成
推
進

大
会
」
で

さ
ん
の
作
文
が
金
賞
に

選
ば
れ
、
本
人
が
朗
読

７
／
２
４

家
族
・担
任
・私
が
見
守
る
中
、本

人
の
堂
々
と
し
た
発
表
も

良
か
っ
た
の
で
す
が
、他
の

受
賞
者
が
発
表
し
て
い
る

と
き
に
、
笑
顔
で
う
な
ず

き
な
が
ら
聴
い
て
い
る
姿

に
ジ
ー
ン
と
き
ま
し
た
！

潤徳小伝説～永遠に～


